
 
平成 2 7 年 1 2 月 1 7 日 

国土交通省中部地方整備局 

名古屋港浚渫土砂活用室 

 
 

          

 

本委員会は、名古屋港の新たな土砂処分場として中部国際空港沖を候補地とすることによる漁業 

生物への影響を科学的に調査・分析するため、水産関係の専門家等の指導・助言を得るため設置され

たものです。 

     

１．会議の内容：〇漁業生物の予測評価方針について 

〇伊勢湾シミュレータの再現状況について 

 

２．委員会名簿：別紙のとおり 

 

３．日    時：平成２７年１２月２２日（火）１０：００～１３：００ 

 

４．場    所：TKPガーデンシティ名古屋新幹線口 バンケットホール 8A 

〒453-0015 愛知県名古屋市中村区椿町 1-16 井門名古屋ビル 

 

５．解    禁：指定なし 

 

６．そ の 他：〇会議は非公開とさせていただきますが、配布資料、議事概要等については、 

後日、中部地方整備局のＨＰ（http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/）「新着情報」 

に掲載します。 

〇カメラ撮りは、冒頭のみ（議事開始まで）とさせていただきます。カメラ撮りを

希望される方は、当日会場にて受付(9:30 開始)をしていただきますので、委員

会開始１０分前までに会場受付にお越しください。 

 

７．配 布 先: 中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス 

 

８．問合せ先 ：国土交通省 中部地方整備局  

名古屋港浚渫土砂活用室 副室長 日置（ひおき）、副室長補佐 櫻井（さくらい） 

TEL 052－857－6340                              

 

第５回 伊勢湾漁業影響調査委員会を開催します 

http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/


 
別紙 

 

１．委員名簿 

委 員 長 ; 鈴木 輝明 （名城大学大学院 総合学術研究科 特任教授） 

 

委  員 ; 井上 徹教 （国立研究開発法人 港湾空港技術研究所 海洋情報・津波領域  

海洋環境情報研究チーム チームリーダー） 

大関 芳沖 （国立研究開発法人 水産総合研究センター 本部 研究主幹） 

古丸 明  （三重大学大学院 生物資源学研究科 教授） 

中田 喜三郎（名城大学大学院 総合学術研究科 特任教授） 

中村 由行 （横浜国立大学大学院 都市イノベーション研究院 教授） 

前川 行幸 （三重大学大学院 名誉教授） 

 （敬称略・五十音順） 

 

専 門 員 ；愛知県水産試験場 

三重県水産研究所 

 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ；愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合 

 


